


















































〇実施日：令和 2 年 11 月 10 日  
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２．活動の概要
（１）公開授業  
〇実施日：令和 2 年 11 月 10 日  

















 当日協議された主な内容は次の通りである。  
・生徒に考えを持たせる際に、単なる思いつきを発言させるのではなく、根拠・理由とセ
ットで発言するよう繰り返し促しており、論理的思考が鍛えられる授業であった。  
・板書、ワークシートとも、視覚に訴える、構造化されたものに整理できていた。  
・学習活動の一部について、内容を盛り込みすぎている。十分な時間を取ってゆとりある
授業計画が必要である。  
・発問の内容が抽象的で生徒にとってわかりにくいものがあった。より具体的なわかりや
すい言い回しを工夫した方がよい。  
・主体的で対話的な学習を意図していることは理解できるが、前時の学習内容を十分理解
できていない生徒もいて、学習活動が形骸化している場面が見受けられた。  
 
３．まとめ：初任教員の成長のあり方  
和歌山県教育委員会「教員としての資質の向上に関する指標」（平成 29 年度版）によれ
ば、初任教員はキャリアの第１段階：基礎形成期に位置づけられ、授業実践に関わる力量
は「授業構想能力」「指導技能」「省察」の３観点について、それぞれ到達の期待される指
標が道しるべとして示されている。以下、この指標について、研究代表者が共同研究者に
対して行ったインタビュー結果を提示しながら、初任教員の成長のあり方について考察す
る。 
「授業構想能力」については、めあてを明確にするなど、授業づくりの基本型を意識し
た授業準備が習慣化できるようになっている。しかしながら、多忙な中、先輩教員の助言
を受けつつ授業を計画できる機会がそれほど多いわけではない。そのため、初任者研修で
同期採用教員と教科を超えて交流する場も授業づくりの知恵を得る重要な機会となってい
る。  
 「指導技能」については、生徒が質問しやすい雰囲気作りに努めるなど、子どもの反応・
理解度を拠りどころとしながら、実践・評価活動を行うことはできている。しかしながら、
言語生活に関わって生徒が抱える多様な背景についての理解が追いついておらず、特に、
支援を要する生徒との関わりにおいて指導の手応えを得ることが難しい状況にある。  
「省察」については、指標の記述がやや曖昧なこともあり、何をどうふり返ればよいか、
試行錯誤の状況にある。国語科はねらいとなる学習到達点が一方向に収束しない授業が多
く、克服すべき課題を自分一人では見出しきれないことも多い。ただし、校内授業研究会
で授業を公開する機会を与えられ、同僚教師たちから教科を超えて多様な観点から助言を
得ることで、生徒の学びに寄り添う授業実践において自分に何が欠けているかを気づく重
要な学習機会となっている。  
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